公益社団法人霧島青年会議所　２０１９年度　第八回　理事会　議事録

開 催 日：令和元年８月２７日（火）
開会時間：２０時００分
閉会時間：２３時００分
開催場所：ＪＣ会館
1． 開会宣言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛田　啓仁　君
2． JCIクリード唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　木野田　幸平　君
3． JCIMISSION及びJCI Vision唱和　　　　　　　　重野　隆太　君
4． JC宣言文朗読並びに綱領唱和　　　　　　　　　　　板元　幸仁　君
5． 霧島JC未来ビジョン唱和　　　　　　　　　　　　　鈴吉　美絵　君
6． ２０１９年度スローガン唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同上
7． 理事長挨拶　　　
理事長　藏元　国明君
先日は総会が開催されました。その際は、鈴吉副理事長並びに重野委員長お疲れ様でした。次年度の予定者も決まりまして２０２０年度の動きが出てきます。今年度も事業が始まっていく中で気の緩みがあるのではないかと感じました。本日のセレモニーに関しても声が小さいですし、指名する際に委員会名が抜けていました。細かいところからしっかりとやっていなかなければならないかと思います。２０２０年度に繋ぐために、この理事会でしっかりとやって頂けましたらと思います。本日の議案は少ない様であります。しっかりと議論をしたうえで会がすすむことを祈念致しまして理事長の挨拶とさせて頂きます。
8． 直前理事長挨拶
遅刻のため参加次第
9． 顧問挨拶
欠席のため割愛
１０． 議長選出
審議事項：理事長　藏元　国明
協議事項、報告事項：専務理事　前田　大悟
１１．議事録作成人並びに署名人の指名
議事録作成人：橋事務局長
　　　議事録署名人：田上副理事長、重野委員長
１２．出席者及び定足数の確認
	藏元国明
	〇
	鈴吉美絵
	○
	木野田幸平
	○
	田上俊介
	〇
	重野隆太
	〇

	板元幸仁
	〇
	盛田啓仁
	×
	前田大悟
	〇
	南郷英俊
	○
	橋正貴
	〇


　　理事１０名中９名出席により定足数を充たしていることを確認した。
	前田数馬
	△
	竹下圭一郎
	×
	井上正樹
	〇
	常盤大和
	○

	東井上陽平
	×
	
	
	
	
	
	


　　役員５名中、現段階で２名出席により定足数を充たしていることを確認した。
代理出席　八ヶ代尊徳くん
１３．議題並びに資料の確認
審議事項３件　　協議事項　３件　　連絡・報告事項３件　となっております。
１４．議事録承認の件
木野田　：問題なく作成されていたことを報告させて頂きます。
板元　　：確認のうえ適正に処理されていることを報告させて頂きます。
１５．議題
審議事項１：仮会員承認（鎌田　優生君）の件
木野田　：本日仮会員の承認を１件上程させて頂きました。
板元　　：７月例会に盛田委員長が連れて来られて先月の７月３１日に委員長３名で面接をさせて頂き入会の意思を確認しております。業種は企業型の保育園を経営されております。とても誠実で真面目な方です。 
南郷　　：請求書等、確認しまして特に問題ないことを報告いたします。 
藏元　　：他になきようでしたら、審議に諮りたいと思います。
審議
全会一致で審議可決

藏元　　：前も話をしましたが、拡大委員会の預かりとするのではなく仮会員期間に色々な委員会を回ってもらえましたらと思います。

審議事項２：２０１９年度９月例会計画書並びに予算（案）の件 
鈴吉　　：３回目の上程につき審議にて上程させて頂いております。事前配信のうえご意見頂き対応させて頂いております。ありがとうございました。
重野　　：３回目の上程となります。指摘対応しております。その中で、なぜ二人呼ぶのかという件については意見４に記載しておりますのでお目通しください。講師の打ち合わせについては、備忘録を添付しております。
南郷　　：指摘部分の修正は確認できておりますので特に問題ないことを報告させて頂きます。
田上　　：事前指摘をさせて頂き対応してもらっているのですが、対応４ですがＳＤＧｓを盛り込むとありますが、霧島市長にどの様に話して頂く予定でしょうか？
重野　　：青年会議所が力を入れているＳＤＧｓについて市役所側と企業側から伝えて頂こうと考えております。
田上　　：流れとしては、良いのですが霧島市はそこまでＳＤＧｓに力を入れてないと思いますのでＳＤＧｓを推進した方が良いですよという言葉がでてくるのでしょうか？
重野　　：今後の打ち合わせにてしっかりと伝えてまいります。
木野田　：中重市長は講和後、退席されるのでしょうか。
重野　　：最初に市長の講演、その後に古川さんとなることを伝えておりますが、近々にならなければ予定がみえないとのことでした。順序の入れ替え等で遅れた際は対応おしたいと思います。懇親会には出来る限り参加くださいと伝えております。
木野田　：講演の時間について両講師へは伝えておりますか？
重野　　：はい。説明しております。
橋　　　：参加促進についてですが、出席率ごとに連絡とありますが全会員でしょうか？委員会の活動ですか？
重野　　：委員会にて対応します。
橋　　　：講演の内容が見えないので、ＳＮＳ等で案内の際にはどの様な内容なのかを伝えてください。
重野　　：１カ月の期間となりますので、しっかりと参加を促せる様にします。
常盤　　：資料が追加されていると思うのですが、例会終了後の動きやセレモニーをいつ依頼するのかまで把握してスケジュールと構築してもらえればと思います。
藏元　　：意見と対応の部分、電話連絡については言った、言ってないになると思いますので想定の上で対応をお願いします。
重野　　：気を付けてまいります。
前田(大)：すべての委員長に対してですが、出席確認の際に参加の有無だけ確認するのではなく場所や時間の説明、想いをしっかりと伝えるようにしてください。
重野　　：委員会で参加促進マニュアルを作成しております。足が遠のいている会員は私の方で。理事役員にはアカデミーメンバー、アカデミーメンバーは歴の長い会員と対象ごとマッチングして連絡していこうと思います。
藏元　　：他に無きようでありましたら審議を諮りたいと思います。
　　　　　審議
全会一致で審議可決

田上　　：休憩動議
セコンド　鈴吉　重野
２０：５０まで休憩となる。

審議事項３：２０１９年度１０月例会計画書並びに予算（案）の件
木野田　：まず、事前配信が前日となり申し訳ありませんでした。指摘修正をさせて頂いております。 
板元　　：正副並びに事前配信での指摘事項について対応させて頂いております。その中で、会場費、空調費について再度、鎌田建設さんと話をさせて頂き金銭は不要との返答を頂いております。
南郷　　：予算書に関しては適切に整備されていると思います。
重野　　：参考資料に会員名簿があるのですが、個人情報ですので会終了後に削除お願いします。事業計画書の一番下は修正お願いします。
板元　　：確認不足でありました。申し訳ありません。名簿に関しては配信でなく原本確認でということでしょうか？
重野　　：そうですね。
板元　　：ありがとうございます。そちらは、資料として提出させて頂きます。
鈴吉　　：運動会の後に例会という流れだと思うのですが参加人数のところの子供については例会へ参加しても良いのでしょうか？
板元　　：表現の仕方がわかりにくかったかと思います。子供の人数まで把握できていないもので結婚されている方の数で出してあります。子供さんも参加して大丈夫です。
田上　　：今年は早く審議をとるという流れの中で、案内文に関して９月に１８日に流す理由を教えてください。
板元　　：９月例会とごちゃごちゃなるかなと思いまして９月例会の後に配信とさせてもらっております。勿論日程の案内などは先にさせて頂こうと思っております。
八ヶ代　：当日のスケジュールを確認したのですが、小さい子供と来た時に楽しめる内容は組まれているのでしょうか？
板元　　：参考資料でレクレーションを添付しておりますが、家族間の親睦をテーマとしていますので小さい子供さんも一緒に参加頂けましたらと思います。
常盤　　：一点ですが協議ポイントのところですが、未だに背景目的が入っています。見てみると前回から変わりないので副理事長の方でしっかりと確認する様にしてください。
板元　　：確認不足でした。申し訳ありません。
藏元　　：他に無きようでありましたら審議を諮りたいと思います。
　　　　　審議
全会一致で審議可決
 
協議事項１：２０１９年度１１月例会計画書並びに予算（案）について
前田(大)：当初、原点回帰をテーマに事業構築していたのですが、調査とシニアの先輩への聞き取りをしたところメインを置かずにシンプルに例会を開催し、懇親会の場でひとりひとりに褒賞という流れで考えております。ポイントとして背景・目的・場所・参加促進です。
橋　　　：専務からご説明ございましたが、内容を大きく修正しての上程とさせて頂いております。参加率が思わしくない中で、参加促進について力を入れていければと思います。 
重野　　：本年度は案内文をメールで配信という流れがございますが、ＦＡＸ案内でよかったでしょうか？
橋　　　：本年度の流れで案内させてもらえればと思います。
八ヶ代　：１１番項の参加促進のキャラバンを行いますとありますが、スケジュールはどのようになりますか？
橋　　　：１１月の委員会にて重点的にできればと思います。
鈴吉　　：メインがないのであれば９番項は削除。工夫と効果のメインについての部分は削除してください。 
橋　　　：次回までに修正してきます。
[bookmark: _GoBack]木野田　：工夫のところ例会の２ですが、スクリーンでとありましたが、今回は資料でとなっていたかと思います。
橋　　　：整合性をとってまいります。
田上　　：前回指摘の対応で、理事長との話の結果とあるのですがメインをなくした経緯が理事長の意向とすると問題もありますので表現を変えてください。
橋　　　：元より、どちらもしたいという考えで片方に重きを置いたという流れでしたので書き方を考えてきます。
重野　　：目的の２０２０年へ繋げる項目は、理事長挨拶で達成するのでしょうか？また、アンケートについては理事役員との溝もあるという声もありますので内容を検討ください。
橋　　　：２０２０年に繋げる部分として１１月という締めくくりに近い中で工夫の内容含め検討させてください。アンケートについてですが、例会後の聞き取りも含めて検証できるよう作りたいと思います。
鈴吉　　：会場が変更になっているのですが、変更の意図を教えてください。
橋　　　：前回から内容が大きく変わったことに伴って食事が近い方が良いと思い変更しています。
鈴吉　　：総会と同会場ですか？
橋　　　：その様に会場と打ち合わせしております。
鈴吉　　：予算も余っていますので、褒賞という意味を含めて会場は検討されても良いのではないでしょうか？
橋　　　：踏まえて検討させて頂きます。
八ヶ代　：役割分担のところですが、司会をしながらのタイムキーパーをするのでしょうか？
橋　　　：修正させてください。運営方が３名なので役割については再度考えてきます。
井上　　：最後の例会ですので、今年度は出席率が思わしくはないところですが、委員長との話の中で効果的なものはありますか？
橋　　　：直接的なやり取りはしていないのですが、各報告書を見る中で出席の見える化を上手く使用していきたいと思います。
井上　　：最後の例会なので多くの会員と開催できればと思います。例えば、調整さんを調整するではないのですが、事前調査として全員出席だとＳＮＳで盛り上げて楽しい方にもっていければと思います。 
橋　　　：おっしゃられる通り出席率に繋がるような、うまい使い方ができればと思います。
常盤　　：メインがないのであれば、出席率にはこだわって欲しいと思います。最後の例会なので卒会予定者から案内をするのも面白いと思いますので検討ください。目的の中に２０２０年に繋げるというものもありますので、次年度の委員長予定者に担当役割を入れるということも面白いかと思います。
橋　　　：貴重な意見ありがとうございます。
藏元　　：色々なアドバイスを頂きました。最後の監事の意見は良い仕組みなのかなと思いました。参加促進の手法として動けと言われれば自分も行きますので是非効果的な方法を考えて頂けましたらと思います。
前田(大)：以上で、２０１９年度１１月例会計画書並びに予算書（案）を閉じさせて頂きます。

鈴吉　　：休憩動議
セコンド　重野　板元
２２：１５まで休憩となる。

協議事項２：２０１９年度６月例会報告書並びに決算書について
鈴吉　　：前回の意見・指摘は対応しております。 
重野　　：説明の通り意見指摘は対応しております。参加促進のところ見える化を図るというところデメリットについて意見も頂いておりますがメリットの方が大きいと思いそのまま記載しております。メーリングリストも運用しながらやっていければと思います。
南郷　　：原本は確認しているのですが領収書のデータを添付してください。
八ヶ代　：１１番項の会員同士の繋がりを構築するとありますが、なかなか参加できない方は行きにくさも感じているかと思いますので是非お願い出来ればと思います。
重野　　：この件に関しては、八ヶ代さんにも意見を頂きながら作成しました。工夫してやっていけましたらと思います。
前田(大)：意見④に出てくる引き継ぎリストってどこにありますか？
重野　　：１２番項の次年度への引き継ぎ事項の青字で記載しております。
前田(大)：メールが個人なのか会社なのかを確認したうえで記載しているのでしょうか？これを来年引き継ぐときはどの様に引き継ぐくのでしょうか？
重野　　：リストを作成しておりますので、それを引き継ごうと思います。
鈴吉　　：リストについては、個人情報が載っているので報告書からは削除しております。
前田(大)：ＦＡＸの人、メールの人と確認してもらっていると思うのですが、来年への引き継ぎ方法は？
重野　　：今年度の段階で次年度委員長へは引き継ぎたいと考えております。
井上　　：事務局とか運営方での管理で良いのかなと思いました。リストの更新も事務局でやった方が統一されるのかなと思います。
重野　　：事務局員には新入会員の方の記載を依頼したりしておりました。

鈴吉　　：審議繰り上げ動議
セコンド　田上　木野田
全会一致で審議可決

藏元　　：他に無きようでありましたら審議を諮りたいと思います。
　　　　　審議
全会一致で審議可決

協議事項３：２０１９年度７月例会報告書並びに決算書について
木野田　：１回目の上程となります。よろしくお願いします。 
板元　　：引き継ぎのところに項目をわけて記載しております。
南郷　　：様式１１の下の方の予備費が、差異が３００円と記載してありますが差異が１００円になると思いますので修正してください。
板元　　：修正致します。
田上　　：意見対応の６ですが、新入会員にもヒアリングを行うとありますが、結果がどこに記載されているか教えてください。
板元　　：ヒアリングの添付はしていないです。１分間の時間の長さ、会員資料についてヒアリングしてありがたい機会であったとの声があったのですが資料として添付してないです。
田上　　：１分間で記憶に残ったでしょうかという部分の回答をしてもらえればと思います。
八ヶ代　：回答数２８件とありますが、全員に記載頂ける方法があれば記載してもらえば次回以降に繋がっていくのかなと思います。
板元　　：検討します。ありがとうございます。
常盤　　：内容は細かく書けていると思います。会員同士の交流の機会として良かったとあるのですが今後の例会にどの様に引き継ぎますか？
板元　　：まだ伝えられていないのですが、交流の時間を設けて頂けるように伝えていきたいと思います。
常盤　　：理想は８月の総会ですが、良いものについては共有と引継ぎをしてもらえればと思います。
重野　　：懇親会からでも参加できる雰囲気は良いと思いますが、例会に私服で来るのはいかがなものかなと思います。
板元　　：前日までは９０％を超えていて当日欠席が相次いだ中で、仕事着が正装という捉え方も出来るかなと思い出席率の向上が見込めると考えます。
重野　　：見解としてはありだと思いますが、であればスーツを車に乗せて置くなど出来るのではないかなと思います。
板元　　：今一度持ち帰らせてください。
鈴吉　　：皆がスーツの中にひとり私服で行くのも恥ずかしいのかなと思います。私服でも良いとした中で来るのかは疑問に思います。気持ちを切り替えるためにスーツ着用と聞いたこともありますので慎重に検討下さい。もう一点ですが委員長所見ですが、会員交流の時間を設けるのであればタイムスケジュールに入れるのか１５分前からはじめるのか考えて引き継ぎしてもらえればと思います。
井上　　：鎌田君はこの例会がきっかけで入会したのですか？
板元　　：事前に話はしていたようであったのですが、見てみたいとのことで参加して入会されています。
井上　　：マイナスな意見が多いですが、一人入会に導いた例会なので良かったのだと思います。ただ、参加率が６０％台と今年度で一番悪い中で、内容で少し引いちゃった人がいたのか聞ける機会があれば確認してもらえればと思います。
板元　　：踏まえて記入させてもらえたらと思います。出席率に関しては当日欠席した方の９割が仕事ということで、企画内容ではないと感じるところではありますが、持ち帰らせてください。
藏元　　：私は意識を大事にしたいと思っております。書き方には問題はあるかもですが来やすい雰囲気は必要かと思います。あとは、計画の中でやらなかった、できなかったとありますので、まずは計画に記載したことをしっかりと実行するということは引き継いでもらえればと思います。
前田(大)：以上で、２０１９年度７月例会報告書並びに決算書を閉じさせて頂きます。

監事講評
井上　　：運営の部分や会議っぽくなっている時など色々とありましたが、次回以降しっかりとやってもらえればと思います。出席率に関して色々とあがっていましたが理事にいる時といない時の情報の入り方が違うという声は他のＬＯＭでも耳にします。理事を降りると情報が下りてこない部分については、こっち側としてはしっかりと伝えているつもりだと思うのですが、そこの問題を解決しないと出席率の向上も難しいのかなと思います。自分も答えを持っているわけではないのですが、皆で解決に向けて話をしていければと思います。 

常盤　　：４議案が可決されました。その中で仮会員が１名増えましたことは担当委員会に対して感謝の言葉しかありません。ただ、他の審議３議案についてはしっかりしたものがひとつもありませんでした。事前にあがっているので皆の責任ではありますが、担当副理事長はしっかりやってもらえればと思います。理事長挨拶にもありましたが気が緩んでいるのかなと思います。次年度も動き出す中で大変ですが気を引き締めて残りの４カ月頑張ってもらえればと思います。この議案数でこれだけ時間がかかっていては、多くなった時に終わらないです。７５３をしっかりと守ってやっていってもらえればと思います。

次回開催　
令和元年　９月１０日　　第９回正副理事長会議
令和元年　９月２４日　　第９回理事会

１７．閉会宣言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴吉　美絵　　　君


議長・理事長（代表理事）　　　　藏元　国明　　　　　　　　　㊞

議　事　録　署　名　人　　　　　田上　俊介　　　　　　　　　㊞

議　事　録　署　名　人　　　　　重野　隆太　　　　　　　　　㊞

監　　　　　　　　　事　　　　　井上　正樹　　　　　　　　　㊞
